
新たな森林環境管理体制の運用に向け、制度や組織、⼈材育成⼿法を検討・導入・森林環境管理条例周知の取組・新たな森林環境管理における⽣物多様性指標の検討・県・市町村が連携した森林環境管理体制構築に向けた検討・リース林業教育センター実習⽣の受⼊準備・リース林業教育センターへアカデミーの総合アドバイスを委託・リース林業教育センターへ県・市町村職員等を短期派遣・恒続林を目指す県有林の整備・奈良県フォレスターアカデミーの開校準備

A･B･C材の搬出・利⽤年間25万㎥の素材生産(Ｒ2)

全ての材を搬出して多⽤途に供給する林業 【素材⽣産量】 H25:148千㎥ → H30:161千㎥ 森林の環境の適切な保全と活⽤
災害に強い森林づくりに向けた検討（継続）・「奈良県ガイドライン」の普及啓発を図るとともに、新たな情報収集に努め、内容を深化させるとともに、森林環境管理制度にも活⽤していく。

林業振興のための基盤整備

環境保全林
⽊材⽣産林

奈良型作業道等による⽊材⽣産の拡⼤施業を集約化し、作業道等の基盤整備と併せて機械化を進め、低コストで安定的な木材生産を図る・まとまった森林施業区域において奈良県独⾃の作業道「奈良型作業道」の重点整備・利⽤間伐を繰り返し実施し、Ａ・Ｂ・Ｃ材の全てを出材・急峻な地形では、架線集材施設の設置に係る経費を助成
第１種⽊材⽣産林

第２種⽊材⽣産林「儲かる林業」施業提案による施業の推進・県職員自らが森林GIS等を利⽤し、活⽤されていない森林を掘り起こし、集約化等と森林施業を森林所有者へ提案・森林所有者と素材⽣産業者をマッチングし、施業を実施・私有林のみではなく、市町村有林への施業提案も推進「⽊材⽣産林」の整備推進・⾞両系集材・架線系集材（ヘリコプター含む）による⽊材⽣産・集約化可能な森林→第１種⽊材⽣産林へ誘導・第１種⽊材⽣産林として集約化が困難な森林→既存の補助制度の活⽤と⼈材の育成小規模皆伐方式の素材生産に向けた検討の実施・皆伐再造林の⼀貫作業システムによるコンテナ苗を活⽤した低コスト再造林技術の導⼊素材⽣産⼒の強化・意欲ある素材生産事業者の組織化による経営基盤強化と大口需要者に対する共同販売等の実現を検討

基幹となる林道の整備・生産木材の原木市場等への運搬促進・林業を担う地域住⺠の利便の向上を図る⼭地災害の予防と復旧（治⼭事業）
森林を活⽤した地域づくり

森林環境の学習・教育の推進・指導者の養成 ・副読本等の配布・企業等による森づくりへの支援・⼤学⽣による中⾼校⽣向け森林環境教育
⾥⼭づくりの推進・ボランティア等による整備・地域住⺠による利活⽤・獣害の低減を狙いとした⾥⼭づくり

森林⽣態系の保全・ナラ枯れ被害調査、対策協議会開催等による情報共有施業放置林の整備・強度な間伐等の実施
森林環境の適切な保全恒続林(こうぞくりん）県営林・県有林等での⽴⽊販売

奈良らしい新たな森林環境管理制度の導⼊

A･B･C材毎の受け皿の確保と県産材製品の安定流通の実現国内外への販路拡⼤・販路拡⼤アドバイザーを活⽤した⾸都圏の建築関係者等へのセールス 等・県産材の需要が⾒込まれる新市場での商談会の実施・海外事情に精通した専門家等からの情報収集建築関係者・バイヤー・企業等とのマッチング支援 奈良の⽊の魅⼒の情報発信・奈良の⽊のポータルサイト・SNSの充実・建築を学ぶ⼤学⽣を対象とした「奈良の⽊⼤学」の開講・「木づかい運動」の推進・木育の普及啓発供給･加⼯･流通体制の構築・「奈良の⽊サプライチェーン」の構築に向けた素材⽣産業者、供給・加⼯・流通業者、建築設計者等の連携体制の検討・製材⼯場等の⽊材加⼯流通施設整備への補助県産材の利⽤促進・公共建築物等の木造化を推進するため、発注者、木材関係者、設計施工関係者による検討会を開催・公共建築物の木造・木質化整備への補助・奈良の⽊を使⽤した住宅への助成・奈良の⽊を使⽤した家具等を製作する職⼈の育成⽀援・⽊質バイオマス利⽤施設等の整備への補助・地域の実情に応じた木質バイオマスの導入可能性調査の支援

Ⅵ 施策の概要 ～林業・木材産業の振興～

奈良県県産材の安定供給及び利⽤促進プランの策定・奈良県県産材の安定供給及び利⽤の促進に関する条例を踏まえた取組を推進するため、実現性のある政策目標を設定したアクションプランを策定
－８－

森林経営管理制度運⽤に関する市町村支援市町村による森林整備を⽀援するため、・県内の森林情報を航空レーザにより調査・県が管理する保安林の区域等を調査・森林経営管理について助⾔・指導・技術的⽀援・紀伊半島3県連携森林管理研究開発事業を実施


